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Twitterデ ー タ を利 用 した サ ッカ ー 音 声 実 況 シ ス テ ム
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Inrecentyears,theInternetandcommunicationtechnologyhavebeendramaticallyspreading.

ManypeopleareusingservicesontheInternetregardlessoftimeorplace.Amongthem,socialme-

diaareusedbymanypeople.Inthisresearch,wewillfocusonTwitteramongsocialmedia.Weaim

todevelopasystemthatenablessoundcommentaryoffootballusingTwitterdata.Weacquireonly

thenecessarydatafromTwitter,processitproperly,andgeneratecommentarysentences.Speech

outputcanbeenabledfromgeneratedcommentarysentencesusingtext-to-speechengine.Toextract

andoutputtheoptimumTweet,adocumentsummarizationalgorithmisutilizedinthesystem.
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1.は じ め に

近年、インターネ ットや通信技術が飛躍的 に普及

してきている。それに伴って、スマー トフォンや タブ

レットな どの携帯端末が普及 し、多 くの人々が時間や

場所 を問わずにインターネ ッ ト上のサービス を利用

す るようになっている。

その中でもソーシャルメディアと呼ばれるサービス

が世 の中の人々に広 く受 け入れ られ、利用 されてい

る。ソーシャルメディアとは、インターネッ ト上で展

開される情報 メディアのあ り方で、個人による情報発

信や個人間の コミュニケーション、人の結びつ きを利

用 して情報 が社会 に拡散 され るよ うに設計 されたメ

ディアの ことを指す。ソーシャルメディアでは一一般の

人々か ら著名人、企業や国の組織など別け隔てな く利

用 されてお り、全ての人々が情報 を世界に向けて発信
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す ることが出来 る。

近年、ソーシャルメディアに注目しているのは一般

的なユーザーのみに とどまらない。多 くの研究機関

や企業がソーシャルメディア上のデータの二次的活用

について注 目している。ソーシャルメディア自体が持

つ特徴や、そ こで投稿 され る情報の特徴 を活か して

新たな知見を得 るための様 々な研究が行われてい る。

例 を上げると、Twitter上 の投稿 を用いて、災害時

の救助活動の支援に役立て るような研究がある[1]。ま

た、その他 の研究 としてTwitter上 の投稿か らスポー

ッ速報を行 うシステムの研究 も行われている[2]。

これ らの研究では、テキス ト形式の投稿 に対 し様々

な処理 を行い、テキス ト形式で結果 を出力させ るのが

一般的である。そ こで本研究 では、Twitter上 のデー

タ と合成音声 の技術を用 いることで、 ラジオの よう

な形式で様々なイベ ン トの状況把握が可能 なのでは

ないか と考 えた。

本研究では、Twitter上 でサ ッカーの試合観戦者 に

よる投稿を元 にして、試合のリアルタイム音声実況を

可能にす るシステムの開発 を目的 とす る。 リアルタ

イムで試合観戦者のみのTweetを 取得 し続 け、それ

らを適切 に処理 し、テキス ト読 み上 げエンジンを用
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いて音声出力す る。そ うすることでTwitter上 のデー

タか らリアルタイムに試合の状況把握を可能 にす る。

また本 システムで は、得点な どの重要 な出来事が発

生 した際、その時間帯 に得 られたTweetか ら重要 内

容が含 まれ るTweetを 抽出す る手法 を導入 する。そ

うす ることで、取得 したデータ量 に関わ らず、リアル

タイム性 を保持 した より的確な音声実況 を再現す る。

本論文の流れは以下の とお りである。2章 では、本

システムの全体構成 と、データの取得や処理 に関す

る点 について具体的に述べ る。3章 では、実際のサ ッ

カーの試合を対象 にデータの取得実験 を行 った結果

と、重要Tweetの 抽出に関す る実験結果 について述

べ、最終的に音声出力 される実況Tweetの 例を示す。

4、5章 では、本システムに対す る考察 と、今後の展

望について述べ る。

2.Twitterを 用 い た サ ッ カ ー 音 声 実 況 シ ス テ ム

2.1シ ステム構成

本研 究で は、Twitterデ ー タを用いてプロサッカー

の試合の音声実況 を可能 にす るシステムの開発を行

う。そのためにはリアルタイムに取得 した試合観戦者

のTweetを 適切 に処理 して、音声 出力を行 う必要性

がある。また、取得するデータ量に関わ らず リアルタ

イム性 を確保 した音声実況 を行 うた めに、一定時間

に得 られたTweetか ら重要 な文のみを音声 出力する

ことが適切であると考えた。

これ を実現す るための手法について本章で具体的

に述べてい く。まず、試合観戦者によるTweetの 投稿

か ら音声出力 までの本 システムの流れを図1に 示す。

本システムはサッカーの試合観戦者が存在 し、Twit-

ter上 に実況Tweetを 投稿す るとい うことを前提 とし

たシステムである。試合開始 と共に本 システムを起動

させ る ことに よって リアルタイムでの音声実況がス

ター トす る。TwitterAPIを 用 いて本研究で考案 した

取得条件で、試合観戦者のみの実況Tweetの 取得 を

行 う。観戦者 による実況Tweetは リアルタイムで取得

され、ス トリー ミング形式でクライアントPCに 保存

され る。具体 的な取得条件 につ いては2.2で 述べ る。

取得 した、実況Tweetに 対 してはい くつかの処理

を行 う。具体的な処理内容にっいては2.3で 述べる。

この処理 を行 うことで、 よ り適切な実況文 を生成 し

て、音声出力を行 うことを可能に している。処理後 の

実況文 を音声 データに変換 して、出力す ることで試

合の音声実況 を実現す る。

また、データ量が膨大であった際にも、リアルタイ

ム性 を保持するためのアルゴリズムを導入 してい る。

● 投稿

」圏口
観戦者 取得

実況文

昌
ひ 換

諭 勘

1㎞ 旧已t

⑪
㎜クライアント

図1シ ステム構成図

文書要約アルゴ リズムを用い ることで、複数のTweet

か ら適切な実況文 を出力可能 となる。 これ について

は2.4、2.5に て詳細 に述べ る。

実況Tweetの 取得か ら音声出力までの流れ は、試

合時間帯 に絶 えず行われ、ス トリー ミング形式で リ

アルタイム性を保持 して音声出力が行われ る。

本章の各節 において、データの取得条件や具体 的

なデータの処理手法、音声実況 のためのアル ゴリズ

ムについて詳細 に説明 を行 う。

2.2Twitterデ ー タ の 取 得

本 シ ス テ ムで はTwitterAPIを 用 い て 、必 要 な デ ー タ

の 取 得 を 行 う。 使 用 す るAPIはFilterrealtimeTweets

APIのStatus/filterで あ る。 こ れ に よ っ て 、 リ ア ル タ

イ ム 性 を確 保 して ス ト リー ミ ン グ形 式 でTweetの 取

得 を 行 う。

試 合 観 戦 者 に よ るTweetの み を 適 切 に取 得 す る た

め に 今 回 は 以 下 の 様 な 条 件 を 与 え、Tweetデ ー タ の

取 得 を行 う。

・ 日本 語 に よ るTweetの み を 取 得

・#"対 戦 チ ー ム 名"を 含 むTweetを 取 得

本研究では、 日本語 によって投稿 されたTweetの

みを対象 としてい るため、 日本語Tweetの み を取得

す る。



Twitterで は、ユーザーがTweetの 投稿 を行 う際に

任意 のハ ッシュタグを追加 す るこ とができる。 この

ハッシュタグを用 いることで、ユーザーは自身の投稿

が どのようなジャンルについての内容であるのかカテ

ゴライズす ることができる。そこで本システムでは、

ハッシュタグに注目した。サ ッカーの試合観戦者 によ

るTweetの 中には、対戦 してい るチーム名 を表記 し

ているハッシュタグを記述 してい るものが多 く存在す

る。試合時間帯 においては、このようなハ ッシュタグ

が記述 されたTweetは 、試合観戦者 によるものがほ

とん どであると考え られる。そのため本システムでは

ハ ッシュタグによって、必要なTweetの 取得を行 う。

2.3TwitterデL夕 の処理

2.2述 べた取得条件でで取得 したデータは、大多数

が試合観戦者 によるTweetで あるが、試合状況把握

か可能で あるか とい う点で、不必要 と考 えられ る内

容のTweetも 多 く見 られた。そのため取得 した後 に、

実況文 として不適切 なTweetを 出力対象 とさせない

ためのアルゴリズムを導入する。また、本システムは

最終 的な実況Tweetの 出力手法 として、テキス ト読

み上 げエ ンジンを用 いた音声による出力を検討 して

いる。音声による出力 を行 うために、取得 したTweet

のテキス トについて、適切 に加工を行 う必要があ る。

本説 では取得 したデータを適切 に音声 出力す るため

のデータの処理に関 して述べてい く。処理を行った最

終的なTweetを 実況文の出力対象 とする。

具体的には、与 えた条件で取得 したTweetか ら以

下のようなTweetを 判別 して実況文の対象Tweetか

ら排除する。

● リ ツ イ ー ト

● リ プ ラ イ

・URLを 含 むTweet

本 シ ス テ ム で 使 用 す るTwitterAPIで あ るSta-

tus/filterで は 、 指 定 した 条 件 に 該 当 して い れ ば 、 リ

ツ イ ー トや リ プ ラ イ とい っ たTweetデ ー タ も 全 て 取

得 さ れ る 。 リ ツ イ ー トと は他 の ユ ー ザ ー に よ るTweet

を 自分 の フ ォ ロ ワ ー に 向 け て 引 用 してTweetを す る

機 能 で あ り、 他 者 のTweetを 拡 散 す る た め に用 い ら

れ る。 つ ま り、 リ ツ イ ー トは 元 とな るTweetと 同 一 内

容 の 情 報 と い う こ と に な る。 同 一・内 容 のTweetを 多

数 出 力 して し ま う可 能 性 を排 除 す る た め に リ ツ イ ー

ト と判 断 したTweetは 出 力 対 象 か ら排 除 す る。

リ ツ イ ー ト と 同様 に 、 リ プ ラ イ も 出 力 の 対 象 か ら

は 除 外 す る よ う に し て い る 。 リ プ ラ イ と は 基 本 的 に
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特定 のユーザーへの返信 とい う意味で使用 され るた

め、 プライベー トな内容 となる可能性がある。 また、

個人 に対 しての投稿であるため、試合に対 しての コ

メン トが乏 しいのではないか と考え られ る。

それ以外にURL付 きのTweetを 不適切なTweetと

考え、排除す るようにしている。サッカーの試合中に

は、TVや ニュースサイ トや、その他の公式サイ トな

どのアカ ウン トによるTweetが 投稿 されている。そ

の ようなアカウン トによるTweetは 、外部サイ トに

誘導 させ るためにリンク付きのTweet投 稿 されてい

る場合がある。リンク付きのTweetに は、外部サイ ト

のURLが 付加 されてい る。 この ような、URL付 き

のTweetは 試合以外の情報が含 まれてい るため、不

要であるとして出力対象か ら排除する。

不要 と考 え られ るTweetを 識別 した後 に、出力対

象 となるTweetを 本 システムで使用す るのに適切 な

形 に加工す る必要がある。具体的には各Tweetに 対

して以下 のような加工 を行 う。

・全 てのハ ッシュタグの削除

・絵文字や顔文字の削除

・Tweetの 末尾 にに句点を追加

今回取得するTweetは 、全てハ ッシュタグが付加さ

れたTweetで ある。本システムでは必要 となるTweet

を取得す るためにはハ ッシュタグは必要であるが、音

声出力による実況を行 うには不必要な情報である。そ

のためハッシュタグは出力対象 となるTweetか ら削除

する。ハッシュタグは、様々なソーシャルメディアで

用 いられ る記述方法であるが、Twitterで はTweetの

末尾に付加するのが一・般的 となっている。その特徴を

利用 して#以 下 をTweetか ら削除することで、Tweet

か ら全てのハ ッシュタグを削除す るようにしている。

また、出力対象 となるTweetか らは絵文字や記号

の削除 も行 う。Twitterユ ーザーのほ とん どがスマー

トフォン上か らTweetの 投稿 を行っている。そのため

Tweetに はスマー トフォン用 の絵文字や、顔文字が含

まれていることが多々ある。図で示 したい くっかの

Tweetの 例で も絵文字を用 いていることが分かる。 こ

れ らは不要な情報であ り、音声 ファイルへの変換や、

後に説明す る重要Tweet抽 出のアルゴリズムにおい

て も支障 をきたす可能性が ある。 そのため これ らが

Tweet中 に含 まれ る場合 は削除す る。

また、Tweetか らハッシュタグや絵文字、記号 を削

除 した後に、Tweetの 文末 に句点を追加 するように

してい る。 これは、後 に説明 を行 うLexRankに よる

重要 内容Tweetの 抽出 を適切 に行 うための処理であ
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る。Tweet抽 出の際に、一つのTweetを 一つのセンテ

ンス として認識させ るためにこのような処理を行って

い る。

ここまでで説明 した全ての処理を行 ったTweetを

音声 出力の対象 とな る実況文 として、次 の異な る処

理を行 う。

2.4音 声実況の リアルタイム性保持アルゴ リズム

本 システムで は、取得 した実況Tweetを 音声デー

タに変換 した後 に、再生す ることで音声 による出力

を可能 にする。音声 出力を実現するためにOpenJTalk

というシステムを利用 した。OpenJTalkと は名古屋工

業大学で開発 された、 日本語テキス トの読み上げを

可能 にす るための合成音声 システムである。BSDラ

イセンス を取得 してお りフ リー ソフ トウェアとして

利用することが出来る。これを用いることで、テキス

ト形式のファイルをwavフ ァイルに変換 して音声出

力することが可能 となる。

音声出力を リアルタイ ム性 を保持 して適切 に行 う

ためには、考慮すべ き点が存在する。音声による出力

では、一定 時間 に出力す るデータ量 を適切 に設定 し

なければな らない可能性がある。実況文の対象Tweet

をそのまま音声 出力す るこ とは、取得 したデータ量

によっては問題 とな る場合があ る。それは、音声 に

よるテキス トの読み上 げを行 うことで一定の時間を

浪費 して しまうためである。 これが原因 とな り、 一一

定時間に対する出力量 に関す る制約 を設 けなければ、

リアルタイム性が阻害 されて しまう恐れがある。

そ こで、 リアルタイム性 を保持 した音声出力を常

に行 えるようにす るために、一・定時間に対 して出力

す るTweetを 制御す るための アルゴ リズムをシステ

ムに取 り入れ る。Tweetデ ータの取得、処理、加工を

行ってか ら音声出力までのアル ゴリズムの流れを図2

に示す。Tweetの 取得 を開始 してか ら10秒 間に得 ら

れたTweetか ら一つ を選択 し、それ を音声 出力の対

象 とす る。 これを10秒 毎に繰 り返 し行 うことで、 リ

アルタイム性 を保持 した音声出力を行 う。

選択す る実況Tweetは 無作為 に選択す るのではな

く、文書要約 に用い られ るアルゴリズムを利用するこ

とによって、い くつかのTweetか ら出来 るだ け重要

な内容 を含 むTweetを 選択す る。そのためのアルゴ

リズム としてLexRankと い う文書要約 アルゴ リズム

を導入する。

2.5重 要tweetの 抽 出

複 数 のTweetか ら1つ のTweetを 抽 出 す る た め に 、

本 シ ス テ ム に 文 書 要 約 に用 い られ る ア ル ゴ リズ ム を

OpenJTalk

図2リ アルタイム性保持のためのアルゴ リズム

導入する。本節では、そのために適 したアルゴリズム

のにつ いて検討 し、システムに実装す る手法 につい

て述べ る。

文書要約の手法 については様 々な研究が行われて

お り、現在一般的な文書要約のアルゴリズムは大 き く

分類す ると以下の2種 類が存在する。

・ 抽 出 型(Extractive)

・ 抽 象 型(Abstractive)

抽 出型は、要約対象の文章の中か ら重要 と考 え ら

れ る文 を抽出す るこ とに よって、 その文章の中で特

徴 的な文 を要約文 とす る手法である。抽象型 は、人

間が文章の要約を行 うように、文章の意味を読み取っ

た上で新たな文 を生成 するこ とによって要約 を行 う

手法で ある。今回は、い くつかのTweetか らで きる

だけ重要な内容のTweetを 抽出 したいため、抽出型

の文書要約アルゴ リズムを適用 させ るのが適切 であ

ると考えた。

そのためにErkanら がPageRankの 概念 を元に提案

した、抽出型文書要約のアルゴリズムであるLexRank

を用 いる[3]。LexRankは 、入力文書か らグラフ構造

を生成 して、重要な文 のランキングを作 る ことで重

要 と考 えられ る文 を発見 し、それ を要約文 として出

力する。LexRankで は以下の2っ の概念 を重要視 し

て文書要約 を行 う。



図3LexRankに よ る類 似 度 グ ラ フ の 例

・多 くの文 に類似す る文は重要である

・重要な文に類似する文は重要である

この概念 を元 に、ノー ドを文、エ ッジを2文 問の類

似度 として入力文章の無方向 グラフを生成す る。提

案論文では、TF-IDFに よって、文同士の コサイン類

似度 を算出 している。TF-IDFは 情報探査 においてよ

く用いられ る手法であ り、文章中に出現 した単語の重

要度 を評価す る手法 の1つ で ある。

上記の理論をグラフにして可視化 した ものを図3

に示す[3]。 各 ノー ドにはdXsYと 示 されている。 こ

れは、文書XのY番 目の文であるということを示 し

てい る。エ ッジ数 の多い ノー ドは、多 くの文 と類似

してい ることを示 している。 また、エ ッジの太 さは、

ノー ド問の類似度の高 さを示 している。図3の 場合

は、エッジ数が多 く、かつエッジが太いd5slやd4sl

が重要度が高いと判断 し、要約文の候補 となる。本 シ

ステムでは、重要度が最 も高い ものを1つ 抽出する

ようにしてい る。

3.動 作実験

3.1Twitterデ ータの取得実験

前章 までで検討 を行 ったデータの取得方法 とデー

タ処理 を行 い実況文 の対象 となるTweetの 抽出 まで

のシステムの動作実験を行った。そこで得 られたデー

タに試合の状況 を把握で きるようなTweetが 含 まれ

ているのか、また リアル タイム性 を保持 した実況 を
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表1動 作実験の詳細

実験概要

試合日時

対戦チーム名

試合結果

得点時間(分)

取得Tweetの

使用言語

Tweetの 取得

条件

取 得 す る

Tweetデ ー タ

データ処理後

のTweet数

詳細

2018年6月24日

イ ン グ ラ ン ドvsパ ナ マ

イ ン グ ラ ン ド6-1パ ナ マ

前 半:8、22、36、40、46

後 半:62、78

ja(日 本 語)

#eng(イ ン グ ラ ン ド)or#pan(パ

ナ マ)を 含 むTweet

タ イ ム ス タ ン プ、 ユ ー ザ ー 名 、

Tweet

前半:約800件 後半:約400件

可能 にす るためにどの ような処理が求め られ るのか

について検討 し、 リアル タイム性 を保持 するための

アル ゴリズムの実装について考察を行 う。そこで今回

は2018年 に開催 されたFIFAワ ール ドカップのい く

っかの試合 を対象に試合観戦者のTweetの 取得実験

を行った。例 として、ある試合 に関 してのデータの取

得実験の詳細を以下の表3に 詳細 を示す。

この試合 は、他 に取得対象 とした試合 と比較 して得

点な どのサ ブイベ ン トの発生が多数見 られた試合で

あるため例 として選択 した。サッカーの試合 は、前半

戦 と後半戦 の2っ のパー トで構成 されてい る。試合

時間はそれぞれ45分 間である(そ れぞれ、アディショ

ナルタイムが追加 され る可能性があ る)。得点が多数

見 られた前半戦の時間帯において約800件 の出力対

象Tweetが 得 られ、得点の少なかった後半戦 と比較

して倍のTweetが 得 られた結果 となってい る。今 回

取得す るTweetデ ータ として投稿時間 を示す タイム

スタンプ と、投稿者 を示すユーザー名 も取得す るよ

うにしている。取得 し、データ処理行った後のTweet

データを取得順 にテキス トファイルに記述す るよう

にして実験 を行 っている。

例 に示 した、試合 において前半戦で、Tweet数 が

どの ように推移 したのか を時系列 グラフに した もの

を図4に 示す。

グラフを見 る と、 ある時間帯にTweet数 が上昇 し

ていることが分かる。表1と 図4を 対応 して見 ると、

Tweetの 上昇が見 られる時間帯 は、試合中に得点発生

した時間帯 とリンクしていることが分か る。それぞれ



62

麗

毎

の
ヌ
一

試合経過時間{分}

図4実 況文対象Tweetの 時間 ごとの変位(前 半戦)

の得点時において、得点発生か ら約1～2分 間に極

端 にTweet数 が上昇 している。このことか ら、Tweet

数の上昇が見 られた時間帯 において は、得点に関す

る情報が含 まれたTweetを 多数取得 している とい う

ことが考 えられ る。

Tweetの 上昇が見 られた際の実況Tweetの 一部 を表

2、3に 示す。 ここに示 したのは、前半の8分 と後半

17分 において取得できたTweetの 一部で ある。表2、

3を 見 ると、得点に関する情報が含 まれていることが

分 かる。 どち らのチームの得点で あるのか、 どの選

手による得点であるのか といった大 まかな情報か ら、

得点に至るまでの経緯を解説するような内容 まで様々

な内容のTweetが 存在 していた。その他には、得点に

対 してユーザーの感情のみを表すような内容のTweet

も多数見受けられることが分かった。表2で は、「イ

ングラン ドによる得点」 「ジ ョン ・ス トーンズ選手に

よる得点」「先制点」 といった、サブイベン トに付随

する重要な内容を含むTweetが 多数存在 してお り、適

切 に処理、出力す ることで得点 に関す る殆 どの情報

を把握できると考え られる。

今回示 した例以外の得点発生時 において も同様 な

内容のTweetが 多数取得 されてお り、得点 というサ ッ

カーの試合 における主 なサ ブイベ ン トの発生を把握

す ることが可能である内容 のTweetを 取得、抽出で

きているとい う結果 といえる。また、選手交代や決定

機 などの際にも、Tweetの 上昇が見 られ る点があ り、

同様にそれ らのサブイベン トに関して言及 したTweet

が見 られる ということが分かった。

取得実験の結果、得点発生時などには過度 なTweet

の集中が見 られ、そのまま音声出力を行 うことは、出

力内容の リアルタイム性 を損な う恐れがあることが

分かった。 この試合 において最 もTweetを 取得 した

時間帯(後 半33分)に は約70件 のTweetが 取得 され

ている結果 となっている。 この約一分間のTweetを

取得順に音声出力 した結果、約80秒 の時間が必要で

あった。その他 のイベ ン ト発生時の時間帯 において

も、一分間に60秒 を超 える出力量になることが考え

られ る。 そのため取得 したデータ量が膨大だった際、

一定時間に出力す るTweetを 制御 しなければ、 リア

ルタイム性を保持 した音声出力が困難であるため、図

2で 示 したアル ゴリズムを導入 し、重要Tweetの みを

抽出 して音声出力を行 う。

3.2重 要Tweetの 抽出実験

得点時に見 られたTweetを 対象 にLexRankに よる

重要Tweetの 抽出が適切 に行われるのかについて実

験 を行 う。表2、3に 示 しているのは、得点時の約10

秒間に取得 した後 に不要Tweetを 排除 し、加工 を行っ

たTweetで あ る。今 回は表2、3で 示 したTweetに 対

して重要Tweetの 抽出を行った結果を例 として示す。

今回 はそれ ぞれのTweetか ら、重要度 の高い と判

断された上位2つ のTweetを 例 として示す。表4で

抽出されたTweetで は、「セ ットプレー」か ら 「イン

グラン ド」の 「先制」 とい う、表2中 のTweetに 含



表2イ ングラン ドの得点時にお けるTweetの 内容

Tweetの 取 得

時 間

21:08:53

21:08:54

21:08:54

21:08:54

21:08:55

21:08:55

21:08:57

21:08:57

21:08:58

21:08:58

21:08:59

21:08:59

21:08:59

Tweetの 内 容

ジ ョ ン ・ス ト ー ン ズ

ゴ ー 一 一 一 一 一 一 一 一 ノレ イ

ン グ ラ ン ド先 制 。

ス トー 一 一 ンズ イ ン グ ラ ン ド先 制!

ど フ リー や 。

イングラン ド先制すげえな。

キ タ セ ッ トプ レ ー 理 想、的 。

わ 一 お イ ン グ ラ ン ド先 制 ド ン ピ シ

ヤ ヘ ツ ド。

イングラン ド先制。

ペナ内で ドフリー、完壁 な形か ら

イングラン ド先制。

セ ッ トプ レ ー か らイ ン グ ラ ン ド先

制 。

早速イングラン ド先制 きた一。

イ ン グ ラ ン ドま た セ ッ トプ レー や

ん な ん や こ の チ ー ム 。

し ゃ あ 一 一 イ ン グ ラ ン ド先 制 ジ ョ

ン ・ス トー ン ズ ナ イ ス ヘ デ ィ ン"//y/¥

ス ト ー ン ズ 。

も う シ ャ ワ ー 行 っ て い い か な 。

まれる重要 なキーワー ドを含んだTweetが 要約の上

位に位置づけ られている結果 となってい る。表5で

抽出されたTweetで は、 「イングラン ド」による得点

であ り、「ハ リー ・ケイ ン」 という選手が 「ハ ッ トト

リック」を記録 した といった、 この場面での得点 に

っいて詳細 に把握することの出来 る内容のTweetが

Tweetが 要約の上位 に位置づ けられている結果 となっ

ている。得点以外に言及 した内容のTweetは 抽出さ

れず、得点 に関す る重要 な内容 を含んだTweetが 出

力で きるような結果 となった。

10秒 間に得 られたTweetに 対 して、 この手法で抽

出を行い、上位2っ のTweetを 音声 出力の対象 とし

て、OpenJTalkに よって音声 ファイルへ と変換 し出力

す る。 これを繰 り返 し行 うことによってい くつかの

Tweetか ら重要内容を含んだTweetを 、リアルタイム

性 を保持 して出力することが可能 となる。
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表3イ ングラン ドの得点時にお けるTweetの 内容

Tweetの 取 得

時 間

22:21:00

22:21:01

22:21:01

22:21:01

22:21:02

22:21:02

22:21:02

22:21:06

22:21:08

22:21:10

Tweetの 内 容

イングラン ド6点 目無慈悲なス コ

ア(決 まり方 その ものが無慈悲)

ハ リー ・ケイ ンのハ ットトリック

(暫定得点王浮上)。

9番 ケ イ ンハ ッ ト ト リ ッ ク達 成 。

イ ン グ ラ ン ド6-0パ ナ マ ケ イ ン 、

今 大 会2人 目の ハ ッ ト ト リ ッ ク。

わ 一 い 、 ヴ ァー デ ィ来 る ～ 。

ケ イ ンハ ッ ト トリッ クお め で と う。

ケ イ ン の ハ ッ ト ト リ ッ クで イ ン グ

ラ ン ド6点 目。

サ ッ カ ー ロ シ アW杯 前 半 イ ン グ

ラ ン ド6-0パ ナ マ イ ン グ ラ ン ド、

ケ イ ン の ゴー ル 、ハ ッ ト トリ ッ ク。

イングラン ド6点 目あれケインの

ゴールになるのか笑意外な形でハ

ットトリック達成。

ゴ ー ル 確 定 ハ ッ ト ト リ ッ クか 。

と もか く、 ケ イ ン お つ ヴ ァー デ ィ。

表4重 要Tweetの 抽出(表2)

表5重 要Tweetの 抽出(表3)

ラ ン ク

1

2

抽 出 さ れ たTweet

イングラン ド6点 目無慈悲なス コ

ア(決 まり方 その ものが無慈悲)

ハ リー ・ケイ ンのハ ットトリック

(暫定得点王浮上)。

サ ッ カ ー ロ シ アW杯 前 半 イ ン グ

ラ ン ド6-0パ ナ マ イ ン グ ラ ン ド、

ケ イ ン の ゴー ル 、ハ ッ ト トリ ッ ク。
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4.考 察

4.1Tweetの 取得実,験に関する考察

今回は、ハ ッシュタグに着 目してサッカーの試合観

戦者 のTweetの 取得 を行った。与 えた条件で取得 し

たTweetか ら、 リツイー トや リプライ、URL付 きの

Tweetを 排除 した。その結果ほ とんどのTweetが 試合

に対 して言及 したTweetで あったため、今回の取得

条件 と取得後後の処理手法で試合観戦者 によるTweet

を適切に取得 することが可能であると言える。

サ ッカーの試合 では、得 点や決定機 、選手交代 と

いった事象が試合 における重要 なサ ブイベ ン トであ

るが、それ らが発生 した時間帯ではTweetの 上昇が

見 られた。またそのポイ ン トで取得 したTweetは そ

れ らの事象に言及 した ものがほ とんどであ り、試合状

況を把握可能である内容 となっていた。

4.2音 声出力 とリアルタイム性に関する考察

本 システムで はOpenJTalkを 利用す ることで、音

声による実況文の出力を可能にした。取得 したTweet

を音声 ファイル に変換 し音声 による出力 を可能にす

ることで、本 システムをラジオを聞 くような感覚で

利用 することがで きる。テキス ト形式に よる実況 と

音声 による実況 をうまく使い分 けることで利用者 は

様々なシュチュエーションで本システムを利用できる

ので はないか と考え られる。

取得実験 の結果 、得点時において過度なTweetの

集 中が見 られ ることがわか った。そのため一定時間

に出力す るデータ量を制限 しなければ リアル タイム

性 を確保 した音声出力が困難 となる場合が あること

が分かった。そこで10秒 間に取得 したTweetの うち

2つ のみを音声出力の対象 とすることによって リアル

タイム性 を保持 した音声実況を可能 にした。

4.3重 要Tweetの 抽出に関する考察

複数文書要約の手法であるLexRankを 用いた、重要

Tweetの 抽出実験 を行った。10秒 間に得 られたTweet

か らこの手法 を用いて出来 るだけ重要 な内容を含 む

Tweetを 出力することで、より正確 な音声実況を行 う

ことが可能 となると考 えられ る。得点時においては、

観戦者の感情のみを示 したTweetと 、どのようなシュ

チュエーシ ョンでどのチームの誰による得点かにっい

て説明 したTweetが 混在 していた。複数の文か ら類

似 する文 を判断 し、それ に類似す る文を重要文 とす

るLexRankを 用 いることで、後者の ような得点につ

いての情報 を多 く含 んだTweetを 抽出出来てい る結

果 となっていた。

5.ま とめと今後の課題

サッカーの試合観戦者がTwitter上 で試合 に関 して

言及 したTweetを リアルタイムで取得、処理、出力

す ることで、試合状況 を把握するこ とが出来 るシス

テムを提案 した。音声 による実況 を行 うことで、本シ

ステムをラジオ実況を聴 く感覚で利用 する ことが出

来る。そのため利用者 は、手の離せない状況で も音声

によって試合状況を把握 することが可能である。

今後 は、本システムを実際に使用 してもらい、試合

状況が適切 に把握出来 たか どうか について検証 す る

必要がある。

本稿ではサッカーの試合実況 に重点を置いて論述

したが、本システムは災害時 における現地の状況把握

を計 るためのシステム としての発展 を目指 してい る。

災害時においてはサ ッカーの試合実況 と異な り、注 目

しなければな らない事象が単一ではないため、異な

る取得条件や処理手法を検討す る必要がある。 また、

個人が欲 している情報 なのか、消防署や政府が欲 し

てい る情報なのか といった情報ニーズを意識す る必

要がある。本研究では、被災者の救助要請Tweetに

着 目し、消防署や 自衛隊の救助活動を支援す るよう

なシステムを開発できないか と考えてい る。

本 システムを災害状況把握に利用す るために、今

後は災害時のTweetに ついて調査 し、適 したデータ

の処理手法 を検討 していきたい。
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